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研修の特徴

◎大塚病院　 　
◎墨東病院　 　

〇広尾病院
〇豊島病院

◎小児総合医療センタ ー

〇荏原病院
〇多摩北部医療センタ ー

●　 大塚病院（ 基幹施設）　

　 　 大塚病院施設群小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 小児科　 安藏　 慎　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 日本大学医学部附属板橋病院 / 慶應義塾大学病院 / 島し ょ 等

本プログラ ムは子ども の総合医育成を目的と し ており 、 特定の専門領域に偏るこ と なく 幅広い研修が可能です。 １ ・

２ 年目は大塚病院小児科で研修し ます。 当科は地域に密着し た総合的医療を 展開し ており 、 ２ 次までの救急患者を 受

け入れており 、小児科医と し て欠く こ と のでき ない救急疾患や虐待への対応、急性疾患の管理の研修ができ ます。 また、

当院は総合周産期母子医療セン タ ーであり 、 Ｍ－Ｆ Ｉ Ｃ Ｕ 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ 、 Ｇ Ｃ Ｕ を 有し 、 専門的な新生児医療の研修が

でき ます。 さ ら に当院には小児外科医、 小児脳神経外科医、 児童精神科医の常勤医がおり 、 一般小児疾患はも と より 、

小児の外科的疾患から 心の問題まで幅広く 様々な疾患を経験するこ と ができ ます。 専門研修３ 年目に最長９ か月間、 連

携施設である 小児総合医療セン タ ー、 日本大学医学部附属板橋病院、 慶應義塾大学病院で、 当院で研修できなかっ た

領域の研修や、 更なる専門領域の研修を行います。 乳幼児健診・ 予防接種などの小児保健・ 社会医学は、 ３ 年間を通じ て

研修し ます。 診療体制と し てチーム制を 導入し ており 、 日当直業務は月 4 ～ 6 回あり ますが、 翌日はオフ と し ていま

す。 また、互いにカ バーし 合う こ と で、duty free の週末を 作れる よう にサポート し ています。 一方、一般外来診療では、

1 年目の夏から 、指導医のアド バイ スを受けながら 、ひと り で診療し ていただき 、自立を促し ます。 当院のモッ ト ーは「 マ

グネッ ト ホスピ タ ル」 であり 、 内容・ 環境と も に「 また研修し たい」 と 皆様に思っ ていただける よ う なプロ グラ ムを

目指し ており ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 一般小児科（ 独り 外来開始） 一般小児科

1 年次は大塚病院で一般小児科を研修。 7 月頃から 独り 外来診療を開始し 、 8 月頃から 独り 当直を始めるこ と を目標に研修
を行う 。

2 年次 一般小児科 新生児科 一般小児科

2 年次も 、 引き続き大塚病院で一般小児科を研修。 途中 3 か月間、 大塚病院の新生児科で新生児疾患を研修。

3 年次 血液・ 悪性腫瘍、 心臓、 集中治療、 小児救急など（ 小児総合医療セン タ ー等） 一般小児科

3 年次は、 大塚病院では研修できなかっ た分野を、 外部施設（ 小児総合医療センタ ー、 日大板橋小児科、 慶大小児科より 選
択） で最長 9 か月間研修。

〇　 大塚病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

新生児専門医は健常新生児およ び病的新生児に対する 診療を 行い 、 助言を 提供する 新生児医療の専門医であり 、 そ

の専門医にふさ わし い知識と 技能を 修得する こ と を 本コ ースの目標と し ます 。 具体的には胎児・ 新生児の成長・ 発達

の正常およ び異常な側面について生理学的・ 病理学的に高度な理解と 知識を 有する こ と 、 産科的・ 内科的・ 外科的妊

娠合併症と それら が母体・ 胎児・ 新生児に与える 影響について十分な理解を 有する こ と 、 合併症を 有する 新生児の診

断と 治療に対する 最新の専門的知識と 技能を 有する こ と 、 ハイ リ スク 新生児の長期予後に関する 高度な知識と 健康調

査の技能を 有する こ と 、 を 目標と し ます。 研修期間は原則 3 年間で、 多施設での研修も 行います。 3 年間の研修で日

本周産期新生児医学会・ 新生児専門医の受験資格が得ら れます。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 新生児科　 増永　 健　 　 プログラ ム研修期間： 3 年新生児科

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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研修の特徴

●　 荏原病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 佐藤　 弘之

連携をし ている基幹施設病院： 小児総合

小児科コ ースは、 小児科専門医の取得を 目標と し て 、 日本小児科学会専門医研修ガイ ド ラ イ ン に準拠し て研修を

行いま す。 基幹施設は、 小児総合医療セン タ ーで、 当院、 及び大塚病院新生児科を 連携施設と し ま す。 研修期間は、

18 ヶ 月を 小児総合医療セン タ ーで、 12 ヶ 月を 当院で、 6 ヶ 月を 大塚病院新生児科で研修し ま す。 小児科専門医の取

得には、 感冒などの com m on d isease から 症例報告する よ う な稀な疾患まで、 幅広い疾患領域を 経験する 必要があり

ます。 また、 こ れから の小児科医には、 疾患の診断、 治療だけでなく 、 小児保健、 育児支援、 健康支援、 予防医療な

ど、 子ども の健全な発育を 総合的に支援でき る よ う になる こ と が求めら れています 。 こ れに対応する よ う に、 本コ ー

スでは、 高度医療を 行う 専門施設と 地域に密着し た二次医療機関と いう 複数の施設で研修する こ と によ っ て、 g eneral 

ped iatrician から subspeciality まで、 臨床から 研究まで、 幅広く 対応でき るカ リ キュ ラ ムになっ ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 小児総合医療センタ ー

1 年時には高度医療施設で、 総合診療、 三次救急、 ICU 管理などを研修する。

2 年次 荏原病院

2 年目から 3 年目の前半は、 地域の二次医療機関と し て、 common disease や小児保健を含めた general pediatirician と し て
の研修を行う 。

3 年次 大塚病院新生児科 小児総合医療セン タ ー

最終年度後半は、 subspeciality と し て、 研究テーマをもっ て研修する。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 小児科　 大森　 多恵　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 神経 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 聖路加国際病 / 東京大学医学部附属病院 / 国立国際医療研究センタ ー国府台病院、

　 　 　 　 　 　 　（ 獨協医科大学埼玉医療センタ ー子ども のこ こ ろ 診療センタ ー） / 島し ょ 等 

小児科一般領域全体に対応でき る 小児科専門医になる こ と を 目標と し ます。 ほぼすべての領域にわたり も れなく 経

験でき る 体制と なっ ていま す。 1 年目は当院小児科のみで 1 年間研修し ます。 2 年目は、 当院新生児科（ 6 ヶ 月間）、

当院小児科にて研修が不十分な血液・ 腫瘍疾患（ 3 ヶ 月）・ 小児麻酔（ 1 ヶ 月間） を 院外研修し ます。 3 年目は当院小

児科と 、 各自の希望に基づいた関連施設での研修と なり ます。 当院の研修はチーム医療での研修が主体と なり ます。

専攻医の下にはジュ ニアレ デン ト 、 上には指導医と し て小児科専門医が配置さ れ、 1 チーム 6 名前後で構成さ れます。

院内での各チーム編成と 関連施設研修では同学年の研修医は原則 1 名と し 、 同チーム・ 同研修施設で重複する 研修医

がないよ う に設定し ます。 研修 1 年目から 週に 1 回の外来診療（ 午後）・ 月 4 回の ER 当直業務を 担当し ます。 外来診

療では自ら が主治医と なっ た患児の退院後の経過観察が主体と なり ます。 ER当直業務では指導医の監督下に小児科医

と し て欠く こ と のでき ない救急疾患の対応、 急性疾患の管理 ・ 慢性疾患の初期対応を 研修し ます。 定期的に地域保健

所にて乳幼児健診を 指導医と と も に行い、 乳児健康診査・ 小児保健・ 社会医学を 担当医と し て研修し ます。 救急を 含

め症例数は豊富であり 、 概ね 2 年次までに小児科専門医取得に必要な症例は経験する こ と が出来、 学会発表・ 著者と

し ての論文作成は終了し ます。 そのため、 3 年時の研修は半年間を 各自の希望によ り 比較的自由に計画する こ と が可

能です。

研修コ ース

モデル
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 小児科 小児科 小児科 小児科

1 年目は当院小児科のみの研修と なり ます。

2 年次
新生児科 新生児科

血液・ 腫瘍疾患
( 聖路加国際病院）

小児麻酔
（ 小児総合医
療センタ ー）

小児科

2 年目は当院新生児科（ 小児科と は独立し ています、 6 ヶ 月間）、 聖路加国際病院（ 血液・ 腫瘍疾患、 3 ヶ 月間）、 小児総合医
療センタ ー（ 小児麻酔・ 1 ヶ 月間）、 当院小児科（ 2 ヶ 月間） を行います。 各研修の順番は他の研修医の研修内容と 重複し な
いよう に時期を調整するため、 順番が前後し ます。

3 年次 小児科 小児科 連携施設

3 年目は当院小児科（ 6 ヶ 月間）、 各自の希望に基づいた院外研修（ 6 ヶ 月間、 小児総合医療センタ ーなど） と なり ます。

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本プロ グラ ムは、 区東部医療圏の総合周産期セン タ ーである 墨東病院にて新生児医療の研修を 行う ためのプロ グラ

ムのう ち 、 サブスペシャ リ ティ 研修と し て実施さ れる も のです。 当院は開設以来、 区東部の周産期医療のう ち 新生児

部門全体の役割を になっ ており 、 出生後の問題に対し て治療を おこ なっ ています。 内容と し ては早産児への対応、 新

生児仮死への対応、 先天異常児への対応、 その他の出生後の異常に対し て対応し ている 。 当院の特徴と し ては、 特に

超早産児に対する 救命率、 および長期予後が全国的にみて良好な結果を納めてき ている 点であり 、 24 週未満で出生し

た児や、 500 ｇ 未満の児に対する治療に慣れている 。 また周産期新生児専門医（ 新生児） の取得も 目指し ます。

●　 多摩北部医療センタ ー　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 小保内　 俊雅

連携をし ている基幹施設病院： 小児総合

多摩北部医療セン タ ーは北多摩北部 5 市を 保健医療圏と する 基幹病院です。 地域の中核病院と し て、 小児二次救急

医療や医療的ケアの必要な在宅重症児に対する 診療、 また登校困難や発達障害など幅広く 入院を 受け入れています。

また、 神経、 腎泌尿器、 内分泌代謝、 アレ ルギー、 呼吸器、 発達、 消化器等の専門外来を 開設し ており 、 専門性の高

い診療も 展開し ています。 こ のよ う な診療を 背景に、 救急受患者数は年間 3,000 例を 超えており 、 入院患者数も 500

例を 超え豊富な臨床経験を 積むこ と が可能です。 研修内容は、 初年次には小児診療の基本的疾患について学びます。

救急外来で初期対応を 、 また病棟では入院症例の治療計画を 自分で立案し 、 実際の診療を 遂行する 能力を 養います。

二年次は半年間小児総合医療セン タ ーにおいて、 新生児医療、 小児集中医療およ び小児麻酔を 5 か月間学ぶと と も に、

府中療育セン タ ーにおいて療育の実際について も 1 か月研修を 行います。 最終年では将来の専門を 見据えてよ り 高度

な医療を小児総合医療センタ ーで選択科を 6 か月間研修し ても ら います。

当科の研修は自主性を 重んじ ます。 与えら れたプロ グラ ムを 遂行する 型の研修ではなく 、 自ら 問題点を 見つけ解決

へアプローチする スタ イ ルです。 我々指導医は解答を 与えるのではなく 、 一緒に思考する 伴走者的な立ち 位置です。

こ ども は地域で育まれ社会性を 身に付けます。 ですから 、 小児医療も 地域と の関わり が重要です。 当院では地域密

着型の小児医療研修を 提供し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩北部医療セン タ ー　 小児科

前半…主に入院症例を担当し 小児科医と し ての基礎を学ぶ　 /　 後半…救急外来にも 対応できる能力を養う 。

2 年次 多摩北部医療セン タ ー　 小児科 （ 小児総） Ｐ Ｉ Ｃ Ｕ Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ 麻酔

前半…一般病床におけるさ ら なる研鑽を行い、 後輩の指導にあたる　 /　 後半…小児総合にて麻酔科１ ヶ 月、 NICU・ PICU ２
ヶ 月ずつローテート

3 年次 循環器 呼吸器 感染症 血液 アレ ルギー 皮膚 ＊府中療育 多摩北部医療センタ ー　 小児科

前半…小児総合にて専門科 20 領域の中から 希望の科を選択　 /　 後半…一般臨床におけるさ ら なる研鑽をおこ ない、 チーム
リ ーダーと し ての自覚をはぐ く む / ＊府中療育センタ ーにて研修（ １ ヶ 月）

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 新生児科　 九島　 令子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年新生児科

研修コ ース

モデル
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〇　 多摩北部医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

小児内分泌・ 糖尿病専門研修コ ースは、 小児科専門医を取得または取得見込みの方が内分泌専門医（ 小児科）・ 糖尿

病専門医（ 小児科） を目指し てサブスペシャ リ ティ ーと し ての内分泌代謝疾患・ 糖尿病の研鑽を 積む為のコ ースです。

小児領域では成長や発達への影響を 斟酌し た診療が必要ですが、 小児発症の内分泌代謝疾患や糖尿病は生涯にわたり

管理を 要する こ と が少なく あり ません。 本コ ースでは専門医受験資格と し て必要と さ れる 、 学会認定教育施設での３

年間の研修を 小児総合医療セン タ ーと 連携し 、 まず同院で１ 年 6 か月、 その後多摩北部医療セン タ ー内分泌・ 代謝内

科で 1 年 6 か月間行います。 なお、 内科研修中も 小児科臨床のレ ベルを 維持する ために小児科の当直勤務は適宜行い

ます。

●　 小児総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 小児総合医療センタ ー施設群小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 総合診療科　 幡谷　 浩史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 豊島 / 荏原 / 多摩北

　 　 　 　 　 　 　 立川相互病院 / 松戸市立総合医療センタ ー / 山梨大学連携病院

当院の小児科専攻医は総合診療科に所属し ます。 専門診療科の集まる 小児病院の中にあっ て 、 総合診療科は小児科

医の基本・ 中核を 専門と する 科であり 、 病気を 診る のではなく 人を 診る 、 かゆいと こ ろ に手が届く 医療を 実践し てい

ます。 専門診療科と の垣根の低さ が当院の特徴の一つであり 、 一般小児科を 超える 範囲について、 各専門診療科と 協

力し て、 よ り 良い医療を 提供し ています。 また、 ER 患者（ 2022 年度 年間約 3.5 万人） およ び入院症例（ 平均 41 床）

の診療を通じ て、小児科の基礎を学び、抱いた疑問 clin ical question から 臨床研究に結びつけるよ う 、心がけています。

そし て、 最も 大切にし ているこ と のひと つが若手医師の教育です。

3 年間のプロ グラ ムで① 1-3 次救急（ ER スタ ッ フ の協力のも と 重症患者・ 外傷の初期対応、 内科 / 外科疾患の入院

対応 )、 ②総合診療科外来 ( 発達 ･ 成長障害、 健診異常、 不定愁訴など、 主に急性疾患でない紹介患者さ んが対象 )、

③予防医療 ( 予防接種、 こ ども の事故予防、 児童虐待 )、 ④若手医師の教育 ( 院外の初期、 後期研修医の受け入れ )、

⑤自主的な勉強会（ 外部講師招聘）、 ⑥国内外の学会発表、 論文作成、 ⑦同期で一致団結でおこ なう 前向き 臨床研究

など、 盛り だく さ んのこ と を経験し ます。

専門医機構・ 小児科学会の指針の変更がある 場合、 適切にプログラ ムの改訂を行っ ていき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 総合診療科 麻酔科 新生児科 救命救急科

　

2 年次 総合診療科 地域医療 専門科ロ ーテーショ ン

3 年次 総合診療科 集中治療科 専門科ロ ーテーショ ン 外来研修 総合診療科

必修診療科：
　 総合診療科 17 か月（ 1 年は担当医、 2-3 年は中級指導医）、 麻酔科 1 か月（ 1 年 7 月～ 2 年前半）、 新生児科 3 か月（ 1 年 7 月～ 2 年前半）、
　 救命救急科 1 か月（ 1 年 7 月～ 2 年前半）、 集中治療科 2 か月（ 2 年後半～ 3 年前半）、 外来研修 1 か月（ 3 年）
　 地域医療 3 か月（ 1 年後半～ 2 年前半） 多摩北部医療センタ ーおよび周辺開業医、 松戸市立総合医療センタ ー、 山梨大学連携病院

専門診療科（ 選択）： 8 か月（ 2-3 年）

〇　 小児総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

小児専門病院にて、 幅広い分野での感染症診療が経験でき ます。 コ ン サルテーショ ン を 通し て 、 感染症に特化し た

集中型研修を 行え ます。 小児感染症学会の専門医の教育認定施設、 環境感染症学会の教育施設でも あり 、 感染対策、

抗微生物薬の適正使用プロ グラ ム、 微生物検査などの病院の質管理も 経験でき ます。 将来、 自立し て小児感染症全般

プロ グラ ム責任者： 内分泌・ 代謝内科　 藤田　 寛子　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児内分泌・ 糖尿病

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 感染症科　 堀越　 裕歩　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児感染症
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のマネージメ ン ト ができ る よ う になる のが目標です。 研究では、 計画立案から 実施を し て、 成果は全国学会、 国際学

会や学術誌に和文、英文で発表し ます。 教育も 力を いれており 、国内での小児感染症教育でリ ーダーシッ プを期待さ れ、

講師なども 務めます。 院内で経験の少ない分野は、 院外研修で補完し ます。 本プロ グラ ムでは、 国内外で活躍する 小

児感染症分野の次世代リ ーダーを 育成し ます。

小児血液学を サブスペシャ リ ティ ーに希望する 、 小児科専門医を 既取得、 又は初年度取得予定の研修生を 対象と し

ます。 血液専門医取得には 3 年間の研修期間に「 赤血球領域 8 例、白血球領域 16 例、血栓止血領域 6 例、計 30 症例（ 造

血細胞移植症例 1 例を 含む）」 の経験、 2 件の学術発表を 求めら れますが、 2 年次までに十分経験でき る 症例数を 当科

は持っ ており ます。また臨床研究や橋渡し 研究、症例発表を 積極的に行う こ と で学術発表も 達成可能と 考えており ます。

また、 小児血液学においては小児がんと 呼ばれる 悪性腫瘍の治療が重要ですが、 当セン タ ーは小児がん拠点病院であ

り 、臨床試験にも 積極的に参加し ており 十分な研修を積むこ と が可能です。 また、血友病診療連携地域中核病院であり 、

血友病をはじ めと し た出血性疾患の診療も 豊富に経験でき ます。

当科は小児専門施設の中でも 日本ト ッ プレ ベルの手術件数を 誇っ ており 、 また気道外科を はじ めと する 高度先進医

療を行う 中核施設の役割を担っ ています。 こ のよ う な環境の中で、外科医と し ての基本姿勢、基本手技を学ぶと と も に、

小児外科における 専門的診療内容を 経験し ながら 外科的手技を 含むト ータ ルケアを 修得し ます。  さ ら には臨床研究に

も 配慮し 、 今後の小児外科の発展を 支えていく 高い能力を 持っ た小児外科専門医、 さ ら には指導医を 目指せる 小児外

科医の育成を 目指し ています。

小児科専攻医 3 年間を 修了後、 こ ども の病院総合診療医になる ために、 以下の 4 項目が出る こ と を 目標と し た 3 年

間のコ ースです。

① 小児科の一般的な疾患に留まら ず、 希少疾患、 先天疾患の病態の的確な理解の上に、 専門科（ 専門施設） と 的確

なタ イ ミ ン グで相談・ 議論ができ るよ う になる

②患者だけでなく 、 シニアレ ジデント やコ メ ディ カ ルに対し て効果的なフ ィ ード バッ ク をおこ なう

③臨床研究を 通し て医療の質を正し く 評価し 、 得ら れた知見を臨床に適応する

④ さ まざまな部門から なる 医療チームの中心と なり 、 病院機能全体を 統合し 、 医療水準の向上を 目指す専門性を 身

につける

目標を達成するために、 総合診療科の研修と と も に、 院内各科や外部施設（ 計 6 か月未満） での研修も 行います。

東京都アレ ルギー疾患医療拠点病院にて行う 研修コ ースです。 小児科専門医（ およ び取得見込み） を 対象と し 、 気

管支喘息、 アト ピ ー性皮膚炎、 食物アレ ルギーなどアレ ルギー疾患の重症例およ び多種合併例を 多職種で連携し て診

療する こ と を 経験し ます。 さ ら に、 消化管アレ ルギー、 食物依存性運動誘発アナフ ィ ラ キシー、 慢性蕁麻疹、 薬剤ア

レ ルギー、 ラ テッ ク スアレ ルギーなどの疾患の診療も 学びます。 後進に対し て自ら の知識・ 技術を 伝え、 充実し た研

究支援体制を 活用し 学会発表や論文の執筆活動なども 積極的に行っ ていただき ます。

また院外活動と し て、 教育・ 保育施設のスタ ッ フ を 対象と し たアレ ルギー教室の講師を経験し 、 耳鼻咽喉科、 皮膚科、

成人のアレ ルギー診療を学びたい方は連携診療科・ 施設などで研修を おこ なう こ と も でき ます。

3 年間の勤務を 通し て、 小児循環器学の専門的な知識・ 技術を 学び、 独力で診療を 行う 能力を 身につけます。 代表

的な疾患から 特殊な疾患まで、 外来・ 入院患者の診療、 検査の実施・ 解析、 薬物やカ テーテルによ る 治療などに携わ

り ます。 患者・ 家族と のコ ミ ュ ニケーショ ン 、 関連する スタ ッ フ と のチーム医療も 円滑に行える よ う にし ます。 シニ

プロ グラ ム責任者： 血液・ 腫瘍科　 湯坐　 有希　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児血液

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 外科　 下島　 直樹　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年小児外科

プロ グラ ム責任者： 総合診療科　 幡谷　 浩史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年
こ ども の

病院総合診療医

プロ グラ ム責任者： アレ ルギー科　 吉田　 幸一　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児アレルギー

プロ グラ ム責任者： 循環器科　 前田　 潤　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児循環器
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アレ ジデン ト の教育、 学会発表や論文執筆などの研究にも 積極的に関与し ます。 研修終了後に小児循環器専門医レ ベ

ルまで到達する こ と が大き な目標です。 今までの経歴によ っ ては、 受験資格のために数年の研修の追加が必要になり

ますが、 当院での研修によ っ て主な要件を 満たすよう にし ます。

小児科専門医取得後に 3 年間の予定で、１ ） 疾患・ 病態の的確な理解、２ ） 遺伝子解析および変異の機能評価の解釈、

３ ） 症例報告、 臨床研究の実施、 以上 3 点を具体的目標と し ます。

1 年目： ①低身長の診断（ 成長ホルモン 分泌不全性低身長、 Turner 症候群など） のための精査、 先天性副腎皮質過

形成症の診断およ び治療などの、 診療の基本的事項を 学ぶ。 ②全国レ ベルの学会で症例報告を 行う 。 ③簡単な遺伝子

解析を する。 ④医療制度、 医療経済について理解する 。 ⑤臨床研究の計画を立案する 。

2-3 年目： ①臨床研究を 行い、 学会発表、 欧文誌への投稿を 行う 。 ②遺伝子変異の機能解析を 理解する 。 ③米国内

分泌学会誌レ ベルの論文を 批判的に読む。

小児科専門医取得後に、 腎疾患全般の病態の理解と それに基づく 診療が行える こ と 、 臨床研究を 遂行する 能力を 習

得する こ と を 目標と し た 3 年間のコ ースです。

診療に関し ては、 当院が全国でも 有数の臨床経験がある こ と を 活かし 、 一般的な管理に加え高度で専門的な診療技

術の習得を 目標と し ます。 特に①乳幼児の慢性腎臓病から 透析、 腎移植までの管理、 ②難治性ネフ ロ ーゼ症候群の免

疫抑制薬治療、 ③成人科への移行期医療、 ④他科と 連携し た重症患者の管理（ 血液・ 腫瘍患者の腎合併症、 神経免疫

疾患に対する 血漿交換療法、 集中治療室で急性腎障害管理） に重点を 置いており ます。

臨床研究は、当科が行っ ている 種々の臨床研究（ 特定臨床研究や国際共同治験を含む） に携わり 、新たな研究の立案、

遂行から 発表、 論文作成までを目標にし ます。

1 ．  小児神経疾患をも つ患者や、日常生活・ 社会生活において援助を 必要と する患者と その家族に対し 、思いやり を 持っ

て真摯に接する態度を 身につける。

2 ．  日本小児神経学会専門医委員会が定める「 小児神経専門医のための到達目標・ 研修項目」 を達成する。

3 ．  ①急性期小児神経疾患　 ②集中治療室に入室する 重症小児神経疾患　 ③他領域の小児内科疾患に合併する 小児神

経疾患

以上 3 領域は、 当院において特に患者数が多く 診療する 機会が多い。 上記疾患を 経験し 、 適切な判断・ 治療方針の

決定ができ る よう になる。

4．  指導のも と 、小児神経疾患に関する 臨床研究や学会・ 論文発表を 行い、自ら 研究テーマを 探究する 態度を 身につける。

5．  日本専門医機構が認定する サブスペシャ リ ティ 領域の新専門医資格取得を めざす。

1 ．  小児整形外科のコ アになる 疾患の対応を習得するため以下の内訳で合計 60 例以上を 経験し 、 その治療、 管理が行

えるよ う になるこ と を 目標と し ます。

　  ①上腕骨顆上骨折： 10 名以上　 ②上腕骨外顆骨折： 5 名以上　 ③前腕骨骨折： 10 名以上　 ④下肢骨骨折： 5 名以

上　 ⑤発育性股関節形成不全： 10 名以上　 ⑥筋性斜頚： 5 名以上　 ⑦ O 脚、 X 脚： 5 名以上　 ⑧足部変形： 5 名

以上　 ⑨四肢の先天性疾患： 5 名以上

2 ．  学術的研究および発表

　 　 学会発表を年 2 回以上行う

　 　 2 年間で 1 計画以上、 臨床研究を主体と なっ て行う

（ 学会発表、 臨床研究等のタ イ ト ルは、 受け持っ た症例を 参考に決定する ）

プロ グラ ム責任者： 内分泌・ 代謝科　 今野　 麻里絵　 　 プログラ ム研修期間： 原則 3 年小児内分泌・ 代謝

プロ グラ ム責任者： 腎臓・ リ ウマチ膠原病科　 濱田　 陸　（ 幡谷　 浩史）　 プログラ ム研修期間： 3 年小児腎臓病

プロ グラ ム責任者： 神経内科　 三山　 佐保子　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児神経内科

プロ グラ ム責任者： 整形外科　 太田　 憲和　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年小児整形外科
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【 コ ース目標】

　 脳神経外科専門医取得（ 見込み） 者を対象に、 小児神経外科認定医に必要な知識・ 技能を習得する

【 研修計画の概要】

　 研修を通じ て小児脳神経外科医と し て独立し て診療でき る能力を養成する。

　 具体的には、 小児脳神経外科領域の全疾患の診断・ 治療計画を 立てら れ、 術前・ 術後の全身管理ができ 、 基本術式

を 実施でき 、 応用術式の助手を 実施でき る こ と を 目標と する 。 また、 神経内視鏡手術を 経験し 、 神経内視鏡技術認定

医を取得する 。 小児医療で重要なチーム医療に精通し 、 研修医教育にも 積極的に関わるこ と が望まし い。

【 研修目標】

　 基本術式の術者： 50 件以上

　 応用術式の助手： 50 件以上

　 学会発表　 年間 6 件（ 全国学会３ 、 地方学会２ 、 国際学会１ ） 以上

　 論文発表　 年間 1 本

当院は小児の総合医療セン タ ーであり 産科麻酔以外のすべての領域の麻酔管理を 経験でき ます 。 産科手術を はじ め

と し た成人麻酔は、 関連研修施設である 慶應義塾大学病院およ び東京医師アカ デミ ー病院群で研修を 行います。 日本

麻酔科学会専門医のほか、 小児麻酔学会認定医、 心臓血管麻酔専門医、 区域麻酔学会認定医資格を 取得でき る よ う 、

それぞれに必要な症例数およ び学術業績を 獲得し ます。

（ 1）  1 年次は当院において、 小児麻酔の基礎を 学んだのち、 新生児麻酔、 先天性心疾患の麻酔、 気管手術の麻酔な

どを 担当する。

（ 2）  2 年次は希望に応じ て、関連施設で集中治療、緩和医療、ペイ ン ク リ ニッ ク 、成人心臓麻酔、産科麻酔を研修する。

日本麻酔科学会専門医資格を取得し た後は、 臨床指導医と し ての資質を 磨く 。

高度医療の実践には、 こ ども と その家族を 中心と し た高い倫理観と 、 在宅医療や中長期予後を 見据えた深い人間性

が問われます。 本コ ースでは、 こ ども に ECMO、 人工呼吸器等と いっ た高度医療を 提案する 技量・ 知識獲得は当然と

し て、 あら ためて中長期にわたる 予後を 加味し た高い知見を 培う と 共に 、 在宅医療を 必要と する 医療的ケア児、 障碍

を 負っ たこ ども 、 その家族に生涯にわたっ てよ り 良い医療提供と は何かを 超急性期から 問い続けら れる 能力を 獲得す

る コ ースと し ます。 換言すれば死の差し 迫る 超急性期にこ そ問われる 質の高いエビ デン スを も っ た高度医療を 実践す

る 高い技術力、 そし て中長期にわたる こ ども と 家族を 中心に据えた崇高な倫理観を 滋養し 、 高い人間性を 有し た小児

集中治療医を 育むこ と を目的と し ます。

小児科医と し て の視点を 持ち な がら、 救急医と し て 救急医療を 実践する こ と で 社会のセ ーフ テ ィ ネッ ト と な る

Ped iatric Em erg ency Med icine を 専門する 医師を 育成し ます。 救急外来を 受診する 小児患者の緊急度およ び重症度の

判定を 行い、 すべての児に対し て救命のための処置を 含む適切な初期診療ができ る よ う になる こ と （ 専門分野に細分

化さ れた医療ではなく 、 外科系を含む多く の専門分野をひと り でカ バーする横断的医療）、 救急外来と いう 資源や時間

が限ら れた環境において目の前の患者に加えて救急外来全体の安全を 担保し た診療マネジメ ン ト でき る よ う になる こ

と （ 時間的・ 空間的マネジメ ン ト ） を 目指す研修です。 また、 救急医療は社会と のつながり が強い領域である ため、

アウト リ ーチを実践でき る知識と 技能を習得し ます。

【 研修の特色】

プロ グラ ム責任者： 脳神経外科　 井原　 哲　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年小児脳神経外科

プロ グラ ム責任者： 麻酔科　 西部　 伸一　 　 プログラ ム研修期間： 2 年小児麻酔

プロ グラ ム責任者： 集中治療科　 齊藤　 修　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年小児集中治療

プロ グラ ム責任者： 救命救急科　 萩原　 佑亮　 　 プログラ ム研修期間： 3 年小児救急医学

プロ グラ ム責任者： 新生児科　 岡崎　 薫　 　 プログラ ム研修期間： 3 年新生児科



小
　
児

　
科

小児科

47

研修の特徴

・ 実践豊富な優れた臨床医の育成を目的と し た包括的なプログラ ムです。

・ 新生児科および小児専門である 全診療科の優れたスタ ッ フ の指導の下、 新生児医療を幅広く 学ぶこ と ができ ます。

・ 重症新生児の治療や新生児搬送を 1 人で対応でき るよう になり ます。

【 研修計画】

　 研修期間は３ 年間。 周産期専門医の取得。 希望によ り プログラ ムの 2 年目後半 6 か月間に、 専門診療科や研究機関、

在宅施設などでの研修が可。

【 施設】 NICU 24 床・ GCU48 床、 年間入院数約 700 名。 新生児専用救急車による 新生児搬送（ 年間約 200 件）。 低体温

療法、 一酸化窒素吸入療法、 低酸素療法、 交換輸血、 胸腔穿刺、 気管支フ ァ イ バー、 内視鏡、 など。 主な対象疾患は、

極低出生体重児（ 年間約 90 名）、 新生児仮死、 循環器疾患、 外科疾患、 など。

臨床研究や治験、 医薬品・ 医療機器の開発について習得し ます。 臨床研究に関し 、 設計・ 遂行・ 解析・ 発表・ 論文

まで独り で行う こ と ができ 、 指導でき る 能力を 身につけます。 当科では患者を 直接担当し ないので 、 他の診療科も 同

時に研修する こ と も 可能です（ 該当科の責任者の了承が必要です）。 自ら の臨床研究に携わる こ と で、 より 実践的に学

習でき ます。 治験の運用についても 学び、 院内の活性化に努めます。 必要な知識を 得る ために院外の講義や研修も 受

けるこ と ができ ます。 臨床研究コ ーディ ネータ ー（ CRC）、 データ マネージャ ー（ DM）、 生物統計家や、 患者・ 家族だ

けなく 、 関連する 医師、 看護師、 コ メ ディ カ ルなどと 良好な関係性を 保つこ と が必須です。 また、 倫理指針や関連法

規などに配慮し た臨床研究の実施体制を整備し 、 関連委員会の運営に関与し ます。

外来診療（ 約 3000 件 / 年）、 初診（ 約 400 件 / 年）、 病棟依頼（ 約 300 件） の豊富な症例数を 通じ 、 小児難病、 が

んゲノ ム医療、 周産期遺伝医療、 移行期医療を 体系的に学びます。 その人ら し い自律的な意思決定を 支援し 臨床ゲノ

ム医療を担う 人材の育成を 目指し ます。

＜研修計画の概要＞

１ ． 先天異常症候群： 形態異常診断学に基づく 診断の知識と スキルの習得

２ ． 遺伝学的検査： 適応、 解析原理、 検出限界、 結果解釈の説明

３ ． ゲノ ム医療： 様々な専門診療科と 連携し たゲノ ム医療の実践

４ ． 遺伝カ ウンセリ ング： 認定遺伝カ ウンセラ ーと 協働し たク ラ イ エント の意思決定支援

５ ． 先天異常症候群のト ータ ルケア： 胎児期から 成人期までの様々な移行医療支援

６ ． 遺伝医療の啓発と 普及： 教育・ 学術活動を通じ た遺伝医療への貢献

プロ グラ ム責任者： 臨床研究支援センタ ー　 森川　 和彦　 　 プログラ ム研修期間： 3 年臨床試験科

プロ グラ ム責任者： 臨床遺伝科　 吉橋　 博史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年臨床遺伝科

（ 小児総合医療センタ ー 精神科③集合写真） （ 小児総合医療セン タ ー 小児科・ 精神科②壮行会）

（ 小児総合医療セン タ ー 小児科・ 精神科①壮行会）


